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・
姉
が
２
人
い
ま
す
が
、
２
人
と
も
遊

べ
る
場
所
や
教
育
の
面
を
考
え
て
八

王
子
市
に
住
ん
で
い
ま
す
。

・
仕
事
の
環
境
を
改
善
で
き
れ
ば
、
大

月
市
で
家
庭
を
持
ち
経
済
的
に
も
安

定
し
て
く
れ
ば
子
供
を
産
め
る
よ
う 成人式

実行委員会
×

人口減少
問題研究会

成人式実行委員会の皆さんと市議
会人口減少問題研究会の代表者が、
本市の人口減少問題について意見
交換を行いました。新成人の率直な
意見を聞くことができ、大変参考に
なりました。

特 集大
月
市
を
子
育
て
し
や
す
い
ま
ち

に
す
る
に
は
何
が
必
要
で
し
ょ
う

か
？

Q

に
な
る
と
思
い
ま
す
。

・
私
は
４
人
兄
弟
で
す
け
れ
ど
昔
あ
っ

た
３
人
目
を
産
ん
だ
ら
１
０
０
万
円

と
い
う
制
度
は
あ
り
が
た
い
と
母
が

言
っ
て
い
ま
し
た
。

・
看
護
師
を
目
指
し
て
い
ま
す
が
、
夜

勤
と
か
で
医
療
の
現
場
は
厳
し
い
の

で
、
旦
那
さ
ん
に
家
事
と
か
協
力
し

て
も
ら
え
た
ら
嬉
し
い
。
子
供
を
安

心
し
て
預
け
ら
れ
る
環
境
が
あ
れ
ば

考
え
る
か
も
。

・
保
育
士
を
目
指
し
て
い
ま
す
が
、
東

京
都
の
方
が
給
料
が
高
く
、
保
育
園

の
数
も
多
い
と
聞
く
の
で
迷
っ
て
い

ま
す
。

・
教
員
を
目
指
し
て
い
ま
す
が
少
子
化

大
月
市
立
中
央
病
院
で
も
院
内
保
育
が

大
月
市
で
教
員
と
し
て
頑
張
っ
て

み
ま
せ
ん
か
？

Q・
都
会
は
好
き
で
は
な
い
の
で
、
大
月

市
で
働
き
た
い
の
で
す
が
、
山
梨
県

の
社
会
科
の
教
員
採
用
は
２
年
連
続

無
い
と
も
聞
い
て
い
ま
す
。
殆
ど
チ

ャ
ン
ス
が
無
い
の
が
現
実
で
、
早
く

就
職
が
で
き
る
方
を
選
ば
ざ
る
を
得

な
い
で
す
。

で
学
校
が
減
る
の
は
大
き
な
問
題
で

す
。
山
梨
県
は
採
用
が
少
な
く
て
東

京
都
や
神
奈
川
県
の
方
が
就
職
で
き

る
可
能
性
が
高
い
で
す
。

人口減少について新成人と語る

少
子
化
に

つ
い
て

あ
る
の
で
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。
 

移
住
定
住
に

つ
い
て

皆
さ
ん
の
就
職
に
つ
い
て
の
現
状

を
教
え
て
下
さ
い
？

Q

２
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大
月
市
の
活
性
化
に
必
要
な
こ
と

は
何
で
し
ょ
う
か
？

Q・
外
か
ら
人
を
呼
び
込
む
と
考
え
る
よ

り
、
住
ん
で
い
る
人
に
大
月
市
を
好

き
に
な
っ
て
も
ら
い
、
今
あ
る
資
源

を
生
か
す
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま

す
。

・
大
月
駅
前
を
綺
麗
に
す
る
だ
け
で
は

活
性
化
し
た
と
は
言
え
な
い
と
思
い

ま
す
。
私
は
鳥
や
自
然
が
大
好
き
な

の
で
田
舎
を
極
め
れ
ば
い
い
と
思
い

ま
す
。

・
大
月
市
で
は
ど
ん
な
サ
ー
ビ
ス
を
や

っ
て
い
る
の
か
等
、
も
っ
と
情
報
提

供
を
充
実
し
て
ほ
し
い
。

・
若
い
人
は
紙
媒
体
だ
と
見
な
い
の
で

ネ
ッ
ト
で
情
報
発
信
を
し
た
方
が
良

い
と
思
い
ま
す
。

大
月
市
で
は
facebook
で
情
報
発

信
を
し
て
い
ま
す
の
で
是
非
見
て
下
さ

い
。

今
日
集
ま
っ
て
頂
い
た
大
学
生
や
短
大

生
や
専
門
職
の
方
に
は
大
月
の
地
で
働

い
て
も
ら
う
と
い
う
事
へ
の
ハ
ー
ド
ル

が
高
い
と
い
う
事
が
わ
か
り
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
、
ほ
と
ん
ど
の
皆
さ
ん

が
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
大
月
市
の
少
子
化

対
策
や
活
性
化
に
つ
い
て
協
力
し
た
い

と
い
う
意
思
を
示
し
て
頂
い
た
事
は
非

常
に
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

今
後
も
市
民
の
皆
さ
ん
と
の
対
話
の
機

会
を
作
っ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

・
世
界
の
裏
側
の
情
報
ま
で
入
っ
て
く

る
時
代
な
の
で
情
報
化
社
会
に
つ
い

て
行
け
る
市
と
そ
う
で
な
い
市
は
大

き
な
差
が
出
て
来
る
と
思
い
ま
す
。

・
大
月
市
で
何
を
や
っ
て
い
る
の
か
、

良
い
面
も
悪
い
面
も
し
っ
か
り
知
る

こ
と
が
必
要
で
こ
の
様
な
機
会
が
あ

る
と
あ
り
が
た
い
で
す
。

本
日
の
話
し
合
い
の
感
想
を
聞
か

せ
て
く
だ
さ
い
。

Q

活
性
化
に

つ
い
て

最
後
に



今
定
例
会
の
議
案

市
長
提
出

・
報
告
…
…
…
…
…
…
…
１
件
　

・
条
例
案
件
…
…
…
…
…
９
件

・
補
正
予
算
案
件
…
…
…
14
件

・
そ
の
他
案
件
…
…
…
…
２
件
　

・
人
事
案
件
…
…
…
…
…
４
件
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大
月
市
議
会
第
５
回
定
例
会
　
12
月
１
日
〜
18
日
（
18
日
間
）

こ
ん
な
事
が
決
ま
り
ま
し
た
。

主
な
議
案
の
内
容

報
　
　
告

条
　
　
例

予
算
（
補
正
）

◎
平
成
26
年
度
　
大
月
市
大
月

短
期
大
学
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

建
設
予
定
の
新
校
舎
の
構
造

変
更
等
に
よ
り
、
実
施
設
計
委

託
費
増
額
な
ど
の
補
正
を
し
た
。

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
づ
く
り

↓

建
坪
の
増
加
と
木
造
２
階
建
へ

設
計
を
変
更

平
成
28
年
度
に
林
野
庁
の
整

備
交
付
金
を
受
け
る
予
定
（
申

請
）

◎
大
月
市
税
条
例
中
改
正
の
件

地
方
税
法
の
改
正
に
よ
り
次

の
よ
う
に
改
正
し
た
。

・
個
人
市
民
税
に
お
け
る
公
的

年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
（
天
引

き
）

◎
平
成
26
年
度
　
大
月
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

衆
議
院
解
散
に
伴
う
衆
議
院

議
員
総
選
挙
の
執
行
経
費
及
び

臨
時
啓
発
経
費
の
補
正
を
行
っ

た
も
の
。
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

１
、
８
３
０
万
円
を
追
加
し
た
。

・
金
融
所
得
課
税
の
贈
与
又
は

相
続
等
に
お
け
る
定
め
を
し
た
。

・
軽
自
動
車
税
の
標
準
税
率
を

１
・
25
倍
〜
１
・
５
倍
に
引
き

上
げ
る
。

原
動
機
付
自
転
車
　

・
現
　
行
　
　
１
、
０
０
０
円

・
改
正
後
　
　
２
、
０
０
０
円

（
１
、
７
７
７
台
）

四
輪
軽
自
動
車
　
乗
用
自
家
用

・
現
　
行
　
　
７
、
２
０
０
円

・
改
正
後
　
１
０
、
８
０
０
円

（
６
、
３
９
９
台
）

軽
ト
ラ
ッ
ク
　
貨
物
自
家
用

・
現
　
行
　
　
４
、
０
０
０
円

・
改
正
後
　
　
５
、
０
０
０
円

（
２
、
７
２
７
台
）

さ
ら
に
新
規
検
査
か
ら
13
年

を
経
過
し
た
軽
自
動
車
は
重
課

税
と
す
る
。

四
輪
軽
自
動
車
　
乗
用
自
家
用

・
現
　
行
　
　
７
、
２
０
０
円

・
改
正
後
　
１
２
、
９
０
０
円

軽
ト
ラ
ッ
ク
　
貨
物
自
家
用

・
現
　
行
　
　
４
、
０
０
０
円

・
改
正
後
　
　
６
、
０
０
０
円

◎
大
月
市
国
民
健
康
保
険
条
例

中
改
正
の
件

出
産
育
児
一
時
金
の
支
給
額

を
42
万
円
に
維
持
す
る
た
め
次

の
よ
う
に
改
正
し
た
。

出
産
育
児
一
時
金
の
基
本
額

・
現
　
行
　
39
万
円

・
改
正
後
　
40
万
４
、
０
０
０

円



Ｑ
　
地
元
材
を
使
う
の
は
意
味

が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

市
の
財
政
は
悪
い
の
で
、

短
大
だ
け
基
金
が
あ
る
か

ら
立
派
な
も
の
を
つ
く
る
、

国
か
ら
予
算
を
も
ら
っ
て

ま
で
や
る
意
味
が
あ
る
の

だ
ろ
う
か
。
病
院
だ
っ
て

十
何
億
、
国
か
ら
も
ら
い

ま
し
た
が
、
機
能
し
て
い

な
い
で
は
な
い
で
す
か
。

お
金
が
あ
る
か
ら
良
い
も

の
を
つ
く
る
、
そ
の
意
味

が
市
民
と
し
て
理
解
で
き

な
い
。

市議会だより 第137号５

常
任
委
員
会

審
査
の
様
子

笹
子
の
直
売
所
に
つ
い
て

Ｑ
　
市
道
の
未
登
記
公
衆
用
道

路
に
関
す
る
訴
訟
が
起
こ

さ
れ
た
が
、
登
記
事
務
は

代
が
か
わ
る
と
な
お
難
し

く
な
る
。
解
決
は
大
至
急

し
て
も
ら
い
た
い
。

Ａ
　
現
在
、
税
務
課
か
ら
未
登

記
公
衆
用
道
路
の
筆
数
を

全
部
打
ち
出
し
て
い
た
だ

き
ま
し
て
、
名
寄
帳
を
作

り
、
随
時
、
寄
附
行
為
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
地
籍

調
査
が
行
わ
れ
て
い
な
い

市
道
に
つ
き
ま
し
て
は
、

測
量
費
か
ら
必
要
に
な
り

ま
す
か
ら
、
建
設
課
だ
け

で
は
な
く
、
積
極
的
に
登

記
事
務
を
進
め
て
行
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

Ｑ
　
笹
子
の
直
売
所
は
ど
の
よ

う
に
運
営
さ
れ
て
い
る
か
。

Ａ
　
笹
子
地
区
の
農
地
に
タ
ラ

の
芽
、
フ
キ
、
コ
ゴ
ミ
な

ど
数
種
類
の
物
を
蒔
き
ま

し
て
、
そ
れ
を
直
売
す
る

予
定
で
す
。
直
売
所
は
笹

子
町
内
か
ら
野
菜
を
寄
附

し
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、

売
っ
て
い
る
と
い
う
状
況

で
し
て
、
３
月
ま
で
直
売

所
は
売
る
物
が
な
い
と
い

う
こ
と
で
お
休
み
し
て
い

ま
す
。

Ｑ
　
市
は
ど
の
よ
う
な
協
力
体

制
で
い
く
の
か
、
上
野
原

市
が
成
功
し
て
い
る
例
を

見
る
と
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ

ス
等
に
補
助
金
を
出
し
、

運
営
を
支
援
し
て
い
る
。

冬
の
農
産
物
が
地
域
の
人

達
だ
け
で
支
え
ら
れ
る
わ

け
が
な
い
。
し
っ
か
り
産

業
観
光
課
の
方
で
出
来
る

の
か
、
交
付
金
を
い
た
だ

い
た
、
し
か
し
、
尻
つ
ぼ

み
に
な
っ
て
何
の
効
果
も

な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に

な
る
と
、
交
付
金
の
申
請

等
に
も
悪
影
響
が
出
る
。

Ａ
　
大
月
市
内
の
農
業
を
考
え

る
時
に
来
て
い
ま
す
の
で
、

市
と
し
て
も
売
れ
る
作
物

の
研
究
を
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
私
ど
も
も
何
と
か

一
生
懸
命
頑
張
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
　
大
月
短
大
校
舎
を
木
造
２

階
建
て
で
建
設
す
る
の
に
、

木
材
は
地
元
産
を
使
う
の

か
。

Ａ
　
こ
の
交
付
金
自
体
が
、
地

元
材
を
最
優
先
で
使
う
と

い
う
決
め
が
ご
ざ
い
ま
す
。

◆
総
務
産
業
常
任
委
員
会

調
停
合
意
の
件
に
つ
い
て

大
月
短
期
大
学
の
補
正
に
つ
い

て ◆
社
会
文
教
常
任
委
員
会

Ａ
　
短
大
は
い
ま
少
子
高
齢
化

で
学
生
の
確
保
に
苦
慮
し

て
お
り
ま
す
、
や
は
り
大

学
生
に
魅
力
あ
る
学
校
に

と
い
う
こ
と
で
木
造
と
い

う
結
論
に
な
り
ま
し
た
。

豪
華
と
い
う
意
識
は
あ
り

ま
せ
ん
。

関
連
意
見

市
が
十
何
億
も
お
金
を
支

出
す
る
の
だ
か
ら
、
な
る

べ
く
市
民
に
落
と
し
て
や

ろ
う
と
、
昔
は
大
き
い
業

者
、
地
元
は
コ
ス
ト
で
か

な
わ
な
い
か
ら
ど
う
し
て

も
遠
く
の
業
者
に
な
っ
た

の
で
す
が
、
い
ま
は
、
ど

う
せ
借
金
も
し
た
り
、
市

民
の
積
立
て
た
お
金
を
使

う
の
だ
っ
た
ら
市
民
に
還

元
し
て
や
る
と
い
う
こ
と

が
基
本
原
則
で
は
な
い
で

す
か
、
全
部
市
外
に
持
っ

て
い
か
れ
て
、
市
外
か
ら

き
た
業
者
に
お
金
を
払
っ

て
、
あ
と
借
金
を
大
月
の

市
民
が
延
々
と
払
っ
て
い

く
、
軌
道
修
正
で
き
る
も

の
で
し
た
ら
し
て
く
だ
さ

い
。



原案
可決
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平成26年12月定例会議決結果等一覧表

条例

補正
予算

人事

選挙

○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○

藤
本
　
　
実

小
林
　
信
保

鈴
木
　
章
司

山
田
　
政
文

卯
月
　
政
人

山
田
　
善
一

西
室
　
　
衛

小
泉
二
三
雄

古
見
　
金
弥

後
藤
　
慶
家

奥
脇
　
一
夫

相
馬
　
保
政

大
石
　
源
廣

天
野
　
祐
治

結
　
　
　
果

議案番号

第 72 号

第 73 号

第 74 号

第 75 号

第 76 号

平成 26 年度 大月市大月短期大学特別会計補正
予算（第１号）
平成 26 年度 大月市国民健康保険特別会計補正
予算（第１号）
平成 26 年度 大月市簡易水道特別会計補正予算

（第１号）
平成 26 年度 大月市下水道特別会計補正予算

（第１号）
平成 26 年度 大月市介護保険特別会計補正予算

（第２号）
平成 26 年度 大月市一般会計補正予算（第７号）

第 77 号

平成 26 年度 大月市大月短期大学特別会計補正
予算（第２号）

第 78 号

第 79 号

第 80 号

第 81 号

第 82 号

第 83 号

第 84 号

第 85 号

平成 26 年度 大月市国民健康保険特別会計補正
予算（第２号）
平成 26 年度 大月市簡易水道特別会計補正予算

（第２号）
平成 26 年度 大月市下水道特別会計補正予算

（第２号）
平成 26 年度 大月市介護保険特別会計補正予算

（第３号）
平成 26 年度 大月市介護サービス特別会計補正
予算（第１号）
平成 26 年度 大月市後期高齢者医療特別会計補
正予算（第１号）

第 88 号

第 89 号

第 90 号

第 91 号

選挙第４号

大月市固定資産評価審査委員会委員の選任につい
て同意を求める件
大月市固定資産評価審査委員会委員の選任につい
て同意を求める件

種別
議　員　名

案　件　名

第 69 号 大月市国民健康保険条例中改正の件

大月市消防団員等公務災害補償条例中改正の件

平成 26 年度 大月市一般会計補正予算（第６号）

大月市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費
用弁償に関する条例中改正の件
大月市税条例中改正の件第 66 号

大月市立学校設置条例中改正の件第 67 号

第 68 号

第 70 号

大月市火災予防条例中改正の件第 71 号

大月市総合福祉センター条例中改正の件

平成 26 年度 大月市一般会計補正予算（第５号）専決第７号

第 63 号 大月市職員給与条例中改正の件

第 64 号
大月市特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費
に関する条例及び教育長の給与、勤務時間その他
の勤務条件に関する条例中改正の件

第 65 号

報告

原案
可決

当選

原案
可決

同意

原案
可決

その他
調停合意の件第 86 号

市道の路線認定の件第 87 号

（賛成○　反対●　棄権ー）
※小原丈司議長を除く

人権擁護委員の推薦について意見を求める件

人権擁護委員の推薦について意見を求める件

大月都留広域事務組合議会議員の補欠選挙

●○○○○○○○○○○○○○

承認
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代表質問・一般質問

本文は要旨の掲載であり、質問者自身が責任を持って作成したものです。
詳しい内容については、会議録（２月下旬発行予定）を図書館及び市の
ホームページ（http://www.city.otsuki.yamanashi.jp/）で閲覧することが
できます。

代表質問・一般質問とは、市の行政事務の状況や将来に
対する方針などをただしたり、報告を求めたりするもので、
各定例会で行われます。

今定例会では、４名の議員が質問を行いました。

● 代表質問
（１）西室　衛議員　（清風会＆公明）　　　　 　　　　　　　

①平成 27 年度予算規模はいくら見込むか
②「大月市生きがい創生委員会」での取り組みは

（２）山田政文議員　（スマイル）
①（仮称）大月駅西側再開発事業を再度提案する
②森林資源を活かした林業活性化の考えは

（３）藤本　実議員　（日本共産党）　　　　　　　　　
①大月市が目指す地域包括ケアとは
②大月市健康づくり都市宣言を準備してはどうか

（４）小林信保議員　（スマイル）　　　　 　　　　　　　　 
①全ての不妊治療費に対し助成すべきであると思うが
②クラウドファンディングに取り組むべきと思うが

８ページ

９ページ

10 ページ

11 ページ
● 一般質問


